
 

 

PDF 形式に変換した際に画像が少々見にくくなっております。くっきりしたも

のが必要な際には、TOP ページ上のメールアドレスにその旨御連絡くだされば

と思います。 
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組合せソフトの使い方 改訂版 

 
※前回からの改訂部分：「その４」を付け加えた。p2～p9 は変更していない。 
 
 
【目次】 

内容 備考 ページ 
その１：手抽選を行う場合のトーナメント 
    の準備と、抽選結果の打ち込み 

手で抽選する時のこのソフトの使用について 
説明しています。 

2～4 

その２：抽選 
このソフトのドロー機能を使って抽選する 
方法について説明しています 

5,6 

その３：運営 
このソフトの結果作成機能を使って、組合せ表

を作成する方法について説明します。 
7～9 

その４：手抽選したトーナメントのデータ 
    を打ち込み、このソフトで大会 
    運営を行う方法 

 
10～14 

 
 
基本的な内容についてのみの説明になっています。その他、細かいことについては、このソフトの「操

作説明」に書いてありますので、それをご覧下さい。実際使ってみて分からないことなどありましたら、 
今野までお問い合わせ下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このソフトは卓球のみならず、ﾊﾞﾄﾞやﾃﾆｽにも使用できるソフトだと思います。もし、他に必要として

いる人などいらっしゃいましたら、ソフト・マニュアルともに、自由に配布して頂いて構いません。 
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【その１：手抽選を行う場合のトーナメントの準備と、抽選結果の打ち込み】 
 
①ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを起動する。右のようなウィンドウが出るので、 
 「マクロを有効にする」をクリック。 
 
 ※この際に、エクセルのマクロのセキュリティレベルが 
  高いと、このﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは使えません。セキュリティ 
  レベルを落としてください。 
    方法：Ⅰ「ツール」「オプション」 
        をクリック 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
        Ⅱ右のような画面になるの 
         で、「セキュリティ」 
         「マクロセキュリティ」 
         をクリック。 
 
 
 
 
 
 
        Ⅲ「中」をクリック。 
         これで OK です。 
         ２回目以降はこの 
         操作はいりません。 
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②起動すると右のような 
 画面になります。 
 
 右図囲み内の必要事項を 
 打ち込みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 右の囲み内について 
   トーナメント表人数：左の「参加者数」＋「bye 人数」 
   名簿入力選手人数：左の「参加者数」と同じ 
 
③「片山作成」をクリック 
 
 トーナメントが片山で 
 出来上がります 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 画面下の「トーナメント表」 
 という所をクリックすると 
 出来上がったトーナメントを 
 確認できます。 
 
 まだここでは片山です。 
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④画面下の「入力」をクリックし、 
 再び最初の画面を表示します。 
 
 トーナメントを両山に変換します。 
 「両山作成」をクリックして下さい。 
 両山の作成が始まります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤画面下の「p1」をクリックすると 
 できた両山が確認できます。 
 
 余白等を調整してこれを印刷 
 すれば、手抽選用のﾄｰﾅﾒﾝﾄの 
 準備が完了です。 
 
 試合番号がーで区切られて 
 いますので、変更が必要なとき 
 には手で打ち込んで下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 以上で作成したトーナメントを基に、手抽選を行って下さい。 
 抽選が終わったら、この「ｐ１」のシートに名前や学校名を打ち込んで、印刷してください。 
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【その２：抽選】 
① p2①から p3③までの作業を行って下さい。 
 
②画面下「名簿入力」を 
 クリックし、名簿入力 
 シート(右図)を表示する。 
  
 必要事項を打ち込む 
 
 地域区分：必要なし 
      最初は適当な 
       
 
 
 
 
 
 
 
 地域区分：必要なし 最初は適当なアルファベットが入力されているので、削除してください。 
 チーム名：東華中などのチーム名を入力 
 選手名：苗字だけの入力にすれば非常に楽 
 シード：シード選手のシード番号を半角数字で入力してください。 
 
③名簿の打ち込みが終わったら 
 「チーム名()」をクリックし、 
 学校名に（）をつけ、 
 「ドロー」をクリックして 
 下さい。 
 
 抽選が始まります。 
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 抽選結果は画面下の「トーナメント表」 
 シートで確認できます。まだ片山です。 
 確認後、これを両山にします。画面下 
 「入力」をクリックし、入力シートを 
 表示してください。 
 
 
 
 
 
 
④「両山作成」をクリックすると 
 先ほどの片山が両山になります。 
 「p1」シートで確認してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 印刷の際には「入力」シートの 
 「両山印刷」をクリックしてください。 
 自動的に余白を調整して印刷してくれ 
 ます。 
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【その３：運営】 
 
①入力画面の「結果作成」を 
 クリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 １回戦からの対戦が「結果」 
 シート上に出来上がります。 
 
 運営の際には主にこの「結果」 
 シート上で作業を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②１回戦対戦表の印刷 
 入力画面で「４名対戦表」が 
 「１」になっていることを確認 
 する 
  
 
 
 
 
   「結果」シートに戻り、「対戦表一括出力」を 
   クリック。対戦表が A4 用紙に４枚印刷されます。 
   決勝戦まで印刷されるので、無駄な紙がたくさん 
   出てしまいます。 
 

結果シート 
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③結果の打ち込み 
 
 上で印刷した対戦表をもとに、大会を行います。１回戦が終わり、結果が進行席に戻ってきたら、 
 結果の打ち込みです。 
 
 
 
 
 「結果入力(自動)」をクリックすると 
 結果入力画面が立ち上がります。 
 
 
 
 
 
 
 この画面に必要事項を打ち込みます 
 
 打ち込みの必要があるのは次の４箇所 
  ①､② 何回戦の何番目の試合かを打ち込む 
  ③､④ 各選手の取得セット数を打ち込む 
 
 打ち込みの要領ですが、１つ打ち込んだら Enter キー 
 を押せば次の場所にカーソルが移動します。 
 
 試合結果の入力により、次の対戦表の打ち出しが 
 できる場合には、⑤の「印刷」ボタンが黒くなる 
 ので、やはり Enter キーを押して印刷してください。 
 
 読んでも良く分からないので、実際にやってみてください。感覚としては数字を打ち込みながら 
 Enter キーを連射している感覚です。 
 
 基本的にはこの結果打ち込み操作を決勝まで繰り返せば OK。ただし、こまめに保存することを忘れ

ないで下さい。 
 
 
 
 
 
 

① 

② 

③ ④ 

⑤ 

保存 
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④途中経過の打ち出し 
 
 １回戦が終了したときなど、途中経過を会場にはり出す必要が出てきます。そのときの操作について  
 説明します。 
 
 まずは、③で結果入力をすると 
 「トーナメント表」の中に 
 勝ち上がりが太線で表示 
 されます。 
 
 後はこれを両山になおして 
 両山印刷すれば OK 
 
 
 
 
 
 
 
 
 「入力」画面で「両山作成」を 
 クリックし、次に「両山印刷」 
 をクリックしてください。 
 自動的に余白が調整されて 
 両山で結果が印刷されます。 
 
 
 
 
 
 

勝ち上がりが太線で表示される 
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【その４：手抽選したトーナメントのデータを打ち込み、 

          このソフトで大会運営を行う方法】 
 
 「その２」で説明したように、このソフトで抽選を行えば、「その３：運営」で説明したやり方で大

会運営を行えます。しかし、手で抽選した場合にこのソフトで運営を行う際には、運営用のデータの打

ち込みが必要になります。ここでは、そのデータの準備・打ち込みを説明します。 
 
[予備知識] 
 必要な情報は 
  １．選手名(含学校名) 
  ２．全員の「シード順」 
 
 例えば、右の図１を見て下さい。 
１佐々木が第一シード。10 柴田が 
第２シード。と、順に考えて、全員 
にシード順を割り振ると次のように 
なります。 

 
 
 
 
 
 
 ここで覚えておいて頂きたいのが、 
 トーナメントの番号ではなく、全員の「シード番号」で処理する 
 のがこのソフトの特徴だ、ということです。 
   
  
 

 
 
 とはいっても、図１のような 10 名程度のトーナメントなら全員のシード順が分かっても、200 人と

かエントリーがある大会ではシード順解明だけでも一苦労です。しかし、そのシード順についても、こ

のソフトで表示してくれますので心配御無用です。では、手抽選したトーナメント表を手にした後のデ

ータ打ち込みについて説明をしていきます。 
 

番 氏名 ｼｰﾄﾞ 
１ 佐々木 1 

２ 伊藤 9 

３ 鈴木 8 

４ 木村 5 

５ 相澤 4 

６ 和泉 3 

７ 遠藤 6 

８ 菊地 7 

９ 佐藤 10 

10 柴田 2 

      
1 佐々木

    
和泉 6

       
2 伊藤 

     
遠藤 7

     
3 鈴木 

      
菊地 8

      
4 木村 

    
佐藤 9

      
5 相澤 

    
柴田 10

図１：ﾄｰﾅﾒﾝﾄ表 
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(いろんな方法が考えられますが、まずはエクセルのテクニックを使わない方法から説明します) 
 
①右のトーナメントを手にしたことにします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②参加者数が同じになるようにして、トーナメントをつくります。  
  
 このトーナメントでは 37 名です。 
 大会名なども入れてください。 
 
 
 
 
 
 
 
③「片山作成」をクリック 
 
 トーナメントが片山で 
 出来上がります 
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④画面下の「トーナメント表」という所をクリックすると出来上がったトーナメントを確認できます。 
 
 このとき、トーナメント番号の他に、もう 1 種類の 
数があります。これが、シード番号です。 
 
これと、手元のトーナメント(p11①)を 
照らし合わせると、全員のシード順が 
分かります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤手元のトーナメント表(p11①)と、上の④で説明したトーナメント表とを見合わせながら、選手名簿を 
 作成します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       ９番 中村 (富沢中) は・・・・第８シードだ！ 
       という具合にです。 
次のページにいきます 

３番の人が 32 シード 
４番の人が 17 シード 
５番の人が 16 シード 

・ 



 - 14 -

選手名簿タグをクリックして、選手名簿画面を表示します。 
ここに必要事項を入力します 
 
 
必要事項： 
 チーム名：(東華中) などのチーム名 
 選手名：苗字だけだと楽 
 シード：半角数字で記入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥入力が終わったら転送処理ボタンをクリック。 
 トーナメント表に転送されます。 
 後は p7【その３：運営】のようにして 
 運営ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


